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対談：山西英二　×　元田敬三
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●引いた目線

元田：山西さんは、写真を始められたのはいつぐらいなんですか？

山西：２３歳の時からです。それまでは車の修理をやってました。そ

こでよくしてくれていたおじさんが写真好きで、すっかり影響されて

しまいまして。それで、夜間ですけど、２年間写真専門学校へ通いま

した。

元田：その頃は、どんな写真を撮られていたんですか？

山西：最初は森山大道さんが好きで、わりと堅めな写真を撮っていま

した。結構、被写体に寄り気味で……、今思うとそういう写真が多かっ

たですね。今回の写真と比べると変わってますね。

元田：そうですよね。今回の写真は、全然森山大道風じゃないし、寄

るというよりかなり引いてますよね。ところで、学校を卒業してから

はどうしたんですか？

山西：そのあとは、広告代理店の写真部でカメラマンのアシスタント

をしてました。フリーになったのは、今から１年半くらい前です。

元田：この作品を初めて撮ったのはいつ頃ですか？

山西：１年ちょっと前、去年の３月ですね。

元田：写っているのは、全部、米軍基地の開放日ですよね。基地によっ

て、年に何回かあるんですか？　

山西：年に１回のところもあれば、年に２回のところもありますね。

元田：基地は何箇所かあるし、全部行けば、１年で結構撮れるんですね。

それで、米軍基地を撮るきっかけは、もともと出身が岩国っていうの

も関係しているんですよね？

山西：基地が近くにあったので、子供の頃、親に連れられて開放日に

よく遊びに行ったんです。写真を始めて、「あ、そういえば昔よく行っ

てたな」って思い出して。行ったらおもしろいものが撮れそうな気が

して、まず横須賀に撮りに行ったんです。でも、こういう写真になる

とは、途中まで全然思ってなかったですけどね。

元田：子供の時の記憶は、どういうものだったんですか？

山西：僕にとって初めて体験した異国で、すべてがかっこよかった。

昔はほんとに単純に、ミリタリーの服着てかっこいいな、外国人かっ

こいいなって。大人になった今は、ちょっと変わってきてもう少し冷

静というか、引いた目線……って言いますかね。

元田：岩国では、ご両親とか街の人たちは基地に対してどんな感情を持っ

てたんですか？

山西：例えば、基地の周辺の家は、防音設備もしっかり二重にしてもらっ

て、エアコンをつけてくれたりして、米軍基地のおかげよ、みたいな

人もいました。うちはそんなに近くじゃないので、そういうのはなかっ

たですけど。

元田：決して批判的ということはないんですね？　基地に対して結構、

好意的な環境の中で育ってきたんですね？

山西：色んな人がいると思いますが、僕はどちらかというとそうですね。

騒音がうるさいとかそういうのはありますけど。

元田：ファッションにしてもカルチャーにしても、アメリカの影響を

受けて育って、身近に感じてきた、と応募用紙に書かれていましたが、

憧れというか……今回もそんな気分で写真を撮りに行ったんですか？

山西：初めて撮りに行った時は、そういう気持はなかったんです。今行っ

たらどうなんだろうということで行きました。撮っているうちに、昔

はそういう気持ちだったということを思い出したんですね。

元田：やっぱりかっこいいな、という気持は同じですかね？　

山西：最初は撮り方も色々だったんです。今は、引いて全身ばかり撮っ

てるんですけど、初めは寄って顔を撮るとか、そういう撮り方もして

いました。だけど、なんか今の自分の気持とちょっと違うかなという

こともあって、結局ちょっと引いた目線、第三者的というか、そんな

感じの目線でまとめたという感じです。

元田：それは、具体的にどういう気持ちなんですか？　ちょっと引い

た方が合ってるというのは。

山西：子供の頃は、基地の背景や日本とアメリカの関係性も関係なく、

単純に憧れていたところがある。今でも、こういうアメリカの雰囲気

が好きなんですけど、あの頃の憧れとは違う感情がある。……そうい

う気分が、この写真の距離感になっているんだと思います。

この対談は、出品者と選考員が、展覧会を目前にして作品の理解を深めようという主旨で行うものです。

いよいよプロジェクト最終回。日本の中の異国である米軍基地を開放日に訪れて撮影した山西英二さんと選考員の元田敬三さんです。
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元田：基地やファッションがかっこいいっていうことなら、もうちょっ

といろんな撮り方がありそうだけど、淡々と人物がポンと真ん中に立っ

ている写真が多いですね。

山西：今の自分の感情にしっくり来るのがこの距離っていうことです

かね。

●人物と風景

元田：人物が多いんですけど、撮る時はあまり話したりしないんですか？

　被写体の人に対する興味はあまり湧かない方ですか？

山西：どこから来たとか、年齢がいくつだとか、そのくらいの話はし

ますね。興味が湧かないということはないと思います。

元田：写真を撮らせてもらうことによって、その先に何か進展しますか？

例えば知り合いになったりとか。

山西：今まではなかったですね。

元田：その部分が、僕が初めてこの写真を拝見した時に気になったと

ころなんです。かっこいいミリタリーの服や、そういった外見を撮り

たいが為に開放日に行って、撮ってるだけの感じがしたんです。結構

僕もアメ車とかもかっこいいわけで、ついつい撮ってしまうけど。でも、

なんかそれだけで終わったらつまらないなと。もう１つ、子供の頃か

らこう思ってたけど、大人になって行ってみたら実はこうだったとか、

写真を撮ったことがきっかけで、そこから先に自分の新しい発見が見

えてこないとつまらないかなとも思うんです。

山西：そこまで明解な答えは出てないですね。

元田：カタログみたいなモノ集めの写真になっちゃってたら、１００

人の米兵がいたら、１００枚の写真ができるだけ。きっかけはすごい

素敵だなって思うんですけど、その先が重要ですよね。

山西：それは自分でやってて感じるところではありました。

元田：選考会の時、過去にも米軍基地を撮ってる写真家はいて、政治

的な問題をとらえていたんですけど、この写真はそういう部分が物足

りないっていう話も出ました。メッセージ的なものは伝わってこなくて、

むしろファッション写真的だよねと。逆に、この距離感っていうのが、

今の若い日本人の感覚じゃないかと、だからおもしろいんじゃないか

という人がいたり。そんな議論が展開されていたんですけど、山西さ

んとしてはどうですか？

山西：時代的に、戦後間もない頃に撮っていたらまた違う写真になる

と思うんですが、今撮っているからこういう風になるのかなと、自分

の中ではそう思いました。だからこれでいいんだという意識はありま

した。

元田：要するに、それが今の時代のアメリカに対する距離感みたいな

ところなんですかね？

山西：今の多くの日本人が持つ、米軍基地に対する距離感だと思います。

元田：それと、開放日ってお祭りでしょう？　僕も横田基地のお祭りっ

て何回か行ったことあるんです。お祭りだから基地の人も、すごくウェ

ルカムな感じでいつもと違う顔をしている。だから、例えば外国の写

真家が日本に来て、盆踊りだけ撮って「これが日本だ」みたいな、表

層だけを捉えているのと同じなんじゃないかと。逆に開放日じゃない

日に行ってみて、その基地の周りの街はどうなんだとか、基地に入れ

ないとしても、基地の外で米兵の人とすれ違うこともある、もっともっ

とできることがあるのになって思うんですよね。

山西：本当にこういう日ってウェルカムなんです。僕も、今、改めて

以前撮った作品の肖像権の確認をしに行ってるんですけど、基地の周

りで勤務中じゃない人に声かけて、「この人知らないか」って人探し

をやってるんですよ。そしたらやっぱり怪しまれるし、あまりニコニ

コはしてくれない。確かに、そういう部分も撮れるとおもしろいなと

思いますね。

元田：希望としてはこれをきっかけに、もうちょっと違うアプローチ

してみたらすごく面白くなると思うんですよね。でも、これには賛否

両論がありますよね。選考会の時も、そういうんじゃなくて、むしろ

人と関わらない距離感がこの作品の良さだという方もいらっしゃった

ので。

●日本の中のアメリカ

元田：ところで、人物はどういう風に、どういう基準で選ぶんですか？

「この人かっこいいな」っていう感じですか？

山西：そうですね、「こういう感じの人いいな」っていう。撮り方が、

本当の意味で人に向いてないというのは、その通りかもしれないです。

人物の写真でも、ここで撮りたいという場所を先に決めて、人が来る

のを待って撮ったのもあります。背景を入れたいなと思って。

元田：たとえばこの壁の前で誰か撮りたいと思ったり？　風景だけと

かはあまり撮らないんですか？

山西：撮ってるんですが、応募の時は人をメインで出しました。写真

展は風景をもっと入れていくと思います。

元田：建物の写真も、もっといろいろあっても面白そうですね。……

開放日に、こういうお店で買って食べるんだけど、ホットドッグとか
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食べ物が、美味しくないですよね（笑）。

山西：安くて大きいんですけどね。肉とか、あごが痛くなりますよね。

　

元田：皆残してますよ。ジュースとかも着色料をザーって入れたような、

そんなのばっかりで。そういう所も、ここは日本じゃないんだなって

いつも思います。違うんだ、ここはって。

山西：そういう面白さ、“日本なんだけどアメリカ”みたいな部分を

出せればなと、思ったんです。この写真みたいに、アメリカにも桜は

あるけど、桜の木の下の米軍兵士とか。

元田：米軍基地もだんだん兵士の数も減ってきてるし、昔よりも活気

がなくなってきてるんでしょうか？　岩国とか帰った時どうですか？

山西：人が減ったという印象はないですけどね。

元田：アメリカ本土に行ったことは？　本物のアメリカの印象はどう

でした？

山西：行ったことはあります。本土はまた違ったおもしろさがあると

思いました。やっぱりアメリカといってもいろいろですし、“日本の

米軍基地”というのが僕にとって初めて感じた異国アメリカで、興味

をもったのかなと思います。

元田：結局、その肖像権の問題とかは解決したんですか？

山西：岩国に関しては、確認とれました。報道部というところが広報

の担当で、承諾のサインをもらいました。ただ、横須賀に関しては、

人物は出さないでくれと言われて。確認の範囲で展示します。元田さ

んは、街でスナップを撮ったりするときにどうしてますか？

元田：肖像権ですか？　特に何もしてない。気をつけてはいますけど

（笑）。

山西：撮り始め

た時に、リアル

に写真展とか写

真集とか、写真

のそういう権利

的なことをあま

り 考 え て な く

て。今回、写真

展をやるのは初

めてなんですけ

ど、みなさんどうしているのかなと最近思うようになって。

元田：この場合は、米軍基地というのが問題なんだと思います。日本

国憲法が通じない、日本ではない特殊な空間だから。学校や他人の敷

地なんかも、勝手に入って写真を撮ったりするのはまずいですよね。

でも、街中というか公道では、誰かに見られることを自覚した上で、

みんな洋服を着たりしているわけで……、発表するのもそんなに問題

はないと思うんだけど。やっぱり個人的なものや個人が特定できるも

のを撮る時は配慮が必要かもしれませんね。

山西：今回は、写真展をやることで、自分が撮った写真に対しての責

任みたいなものを感じました。　

●開放日の日本人

元田：選考会の

時に、土田ヒロ

ミ さ ん が お っ

しゃっていたの

は、基地の中で

みんなで同じウ

エスタンの服を

着て踊っている

日本人のおばさ

んやおじさん達

がいたりとか、そういうところを、敢えて皮肉った目で徹底的に撮っ

たらどうかって。山西さんから見てそういう、いわば、アメリカナイ

ズされた日本人はどういう風に映ったんですか？

山西：日本人の写真は、やっぱりちょっと面白い光景なので、そうい

うつもりで撮りましたね。

元田：このテーマは、写真のセレクトによっては色んな見せ方ができ

ますね。こういうポートレートばかりでまとめるのと、おばちゃん達

が入ってくるとまた全然感じが違ってきますもんね。

山西：子供の頃にあこがれていたアメリカと、今の少し引いた目線を

うまく表現できればと思ってます。

元田：展示プランは、どんなことを考えていますか？

山西：写真が淡々としているから、サイズで大小の変化をつけた方が

いいのかなと思ってるんですが。枚数と大きさのバランスとか、実際

に並べてレイアウトしてみたりしてます。

元田：サイズは全部一緒でなくても、バラバラでもいいかもしれませ

んね。数枚はロールで大きくしてもいいんじゃないですか。３年間の

プロジェクトの最後になるんですね。ぜひ頑張ってください。

山西：はい、頑張ります。どうもありがとうございました。

２００６年６月２８日（リクルートＧＩＮＺＡ７ビル）


